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Ⅰ Publish or Perish から Publish and Perish？へ： 
    学術コミュニケーションの再構築が求められる時代 
  １ 急速に増大する発表論文数 
  STM分野の年間発表論文数  1988年／2008年でほぼ 2倍 
  世界の主要学術誌に発表された日本の研究機関が発表した論文数 1.7倍 
     （平成 22年度 科学技術白書から） 
 
  ２ オープンアクセス／オンライン化／電子書籍時代の到来 
 
  ３ 本当に「読まれて」いるか？ １：引用の狭域化 
“Survey Finds Citations Growing Narrower as Journals Move Online” 
“Electronic Publication and the Narrowing of Science and Scholarship” 
     （Science 2008年6月18日号） 
 
  ４ 本当に「読まれて」いるか？ ２：「学術成果」か「情報」か？  
  総合性・体系性の軽視に対する研究者の懸念 
  ・国文学界の「自己批判」？ 国文学データベースの功罪 
  ・「ネットカルチャー」と「アカデミックカルチャー」 
 
Ⅱ 劣化する学術書ビジネス 
  １ 実は「総合性・体系性」のニーズに実は答えてこなかった学術出版 
     学術コミュニケーションの様変わりに無頓着 
    「フローとしての知」の登場→もはや，個別事実は覚える必要がない？ 
 
  ２ 「編集なき出版」と結果としての市場の衰退 
 
  ３ 電子出版の登場とその担い手の問題 
     ますます低質化する危険 
 
Ⅲ メディアの仕分けが必要 
  １ 本／ジャーナル／紀要／オープンアクセス――発表メディアの原理的仕分けを 
     読者と目的から考える 
   --------------------------------------------------------------------- 
  読者      目的・内容 
   紀要論文 ごく近い同好者（本当は？＊）    「成果」以前の短期的創作 
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   雑誌論文 やや近い同業者（同一学会の会員）   競争可能な「成果」 
   学術書 同業者とは異なる人々へ    「二回り外」へ普及・教育 
   --------------------------------------------------------------------- 
 
  ２ オープンアクセスや電子出版の役割と意味 
 ロングテールかどうかは疑問だが，完全な孤立的発表状況からは脱する 
  一種の accessibility／一種の discoverability 
 
  ３ 「それでも本が必要」という現実 
   １）研究のセンスを磨くには 
      体系的，統合的な知（学と識，そして技）の集積は必要 
    「ある規模の広がりをきちんと俯瞰することで，厚みのある研究者が育つ 
 
   ２）読書人，恐るべし 
      西洋古典叢書の経験から 
 
   ３）もし『種の起源』が電子ジャーナルの掲載論文だったら？ 
 
  ４ 情報を「身体化」させる（教育的）課題 
 
Ⅳ 原理的問い直しと「学術編集」の構築 
  １ 「新しい学術コミュニケーション」の要件 
  ・速報性と領域性／非速報性と汎領域 
  ・国際性と国内性 
  ・学術研究の深さ（歴史性・階層性）と，広さ（パラダイム指向的意味）の提示 
  ・多様な技術・メディアの効果的利用 
 
  ２ 学術編集の要点と技法 
 １コンテンツの性格／技術適合性に応じたメディアの選択 
   「紙の本」が有効であり得るもの／紙であることによる限界があるもの 
   紙である必要のないもの／紙でないことによって公開が可能になるもの 
 
 ２ 研究，教育の目的に応じた編集コンセプト 
 
 ３ 読者を措定した記述技法 
 































    序章の骨子（主要メッセージ）を全員で確認   ↓ 
    それを意識した各論の執筆     ↓ 
    読み合わせと，「役割分担」の調整（重複の調整も含む） ↓ 
    各論のリヴァイス     ↓ 
















































  例  カリマンタンのクチン 
      →ボルネオ（カリマンタン）の西端サラワクの主要都市スマタンから東へ 100 

























 １ 投稿論文的見出し   何の論文であるかさえ分からない場合も！ 
 ２ 単なる時系列的羅列  歴史分野などでありがち 
 ３ 同じ語句の繰り返し  キーワードもここまで繰り返すと逆効果 
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15 対象を限定するような見出しの建て方は避け，極力議論の「大きさ」を示すようにす
べき。また特徴的な概念や事象をキーワード風に見出しに立てるのも一つの技法ではある
が，目次を一見して，読者がすぐにピンと来ないようなものは逆効果。 
 
【統合度を高める具体的技法】 
16 本書全体の中での個別論文の寄与を明確にするため，各章の冒頭とまとめに，序章で
呈示されたキーワード，主メッセージをそれぞれ一回は意識して使用する。 
 
17 章と章の間の統合を明確にするために，最低１つ，できれば３つくらい，本書の他の
章を参照，引用，援用する。 
 
18 術語はもちろん，用字，用語も出来るだけ統一する。特に術語については，統一出来
ない場合はその理由を記す。 
 
19 文献，数字，注形式その他の表記の統一は絶対的。また出来れば参照文献は巻末に統
一する。 
 
20 索引は編者，編集者側が作成し，個別著者に示す。その逆の場合は，相当な調整が必
要。 
 
 
 
